
2017 年度・大学院「世界経済Ⅰ」（月３）シラバス 
 
講義題目 
（Course Title）世界経済Ⅰ  
 
授業の目標・概要 
（Course Objectives/Overview） 
現代世界経済の成り立ちと制度的な枠組み、現状と問題点について総合的に理解すること

を目標とする。Ⅰでは現代世界経済の起源とヨーロッパ統合への歩み、貿易や地球環境問

題に関わる制度、多国籍企業と国家資本、雇用・労働問題を取り上げる。  
 
授業のキーワード 
（Keywords） 
[日本語用] 
自由主義 ヨーロッパ統合 WTO 地球環境問題 雇用 成果主義 格差  
[外国語用] 
 
第一部 現代経済の二つの起源と二つの性格 

担当：小野塚知二、4 月 10 日・17 日・24 日、5 月１日 
 現代経済を歴史として見た場合、そこには二つの起源があり、また、現代経済は政策思

想史的には容易には調和しない二つの性格を帯びています。現代経済の二つの起源と二つ

の性格をそれぞれ概観したうえで、両者の関係について考察し、また、それらがヨーロッ

パ統合史にいかに反映しているか考えてみることにしましょう。 
 
第 1 回 （4/10）二つの起源(1)：介入的自由主義と分断されたグローバル経済 
 現代経済は、近代の経済を特徴付けた｢古典的自由主義｣の社会設計(それが決して夜警国

家ではなかったことは詳述します)の不可能性が判明したあとに、介入的自由主義の原理が

経済･社会･生活のさまざまな面に浸透することから始まります。また、現代経済は世界シ

ステム的視点から見るなら、近代末期のグローバル経済(現在、われわれが｢国際経済｣とし

て認識しているものの原型)が第一次世界大戦によって分断されたことに起源をもちます。

まず、第１回では、現代経済の始まり方に注目して、現代の特質を考えます。 
 
第２回 （4/17）二つの起源(2)：二つの起源の統合：第一次世界大戦と 1930 年代 
 介入的自由主義と分断されたグローバル経済という二つの起源はそれぞれ独立の現象で

すが、それは第一次世界大戦期以降は否応なく結び付けられた現象として展開しました。

二つの起源がいかに結合され、その結果いかなる経済社会が出現したのかを概観するとと



もに、しかし、そこでも解決されなかった問題は何であり、それが 1930 年代にどのように

露呈したのかに論及します。 
 
第 3 回 （4/24）二つの性格：保護と自由 
 現代経済は一方では、近代から自由(自己選択自己責任による欲望充足)を継承しますが、

19 世紀末～20 世紀初頭に相次いださまざまな発見(「貧困」、「自助の不可能性」)を通じて、

その前提とされた「強くたくましい」人間像を社会設計の標準的な人間像としては維持で

きなくなります。その結果、成立した「弱く劣った」人間像を前提にした社会は、諸種の

保護、幸福への誘導、介入･統制･矯正で特徴付けられるようになります。これら二つの性

格が現代経済の中で、国内的にも国際的にも、いかに機能しているのかを考えてみましょ

う。 
 
第 4 回 （5/1）ヨーロッパ統合の経験とアジア・太平洋地域 
 現代経済の二つの起源に最も強く制約され、また二つの性格を最も強く帯びたのは 20 世

紀、殊に第二次世界大戦後のヨーロッパです。ヨーロッパ統合のさまざまな基盤を概観す

るとともに、それを BIS、国連、IMF、IBRD、ITO(GATT)、WTO などの国際調整の取り

決めや機構と比較して、ヨーロッパの経験がアジア･太平洋地域にとってもつ意味を考えて

みましょう。なお、この数年、話題となっているＥＵ離脱やＥＵ懐疑派の動きも簡単に概

観します。そこから立ち現れるのは、第一次世界大戦開戦前(第１回で詳説)に広く観察され

たのと同様な｢被害者意識に彩られたナショナリズム｣の作用です。 
 
 [参考文献] 
小野塚知二編著『第一次世界大戦開戦原因の再検討 ―国際分業と民衆心理― 』岩波書店、

2014 年. 
小野塚知二「日本の社会政策の目的合理性と人間観 ―政策思想史の視点から― 」『社会

政策』第３巻第１号、2011 年６月、pp.28-40． 
小野塚知二編著『自由と公共性 ―介入的自由主義とその思想的起点― 』日本経済評論社、

2009 年. 
藤瀬浩司『資本主義世界の成立』ミネルヴァ書房、1980 年. 
遠藤乾編『ヨーロッパ統合史』名古屋大学出版会、2008 年. 



第二部 現代世界経済の制度と主体 

  担当：丸川知雄  
 4 回の講義で、21 世紀の世界経済の制度的な枠組みとそこで活動する企業について概観

します。 
 
第 5 回（5 月 15 日） 世界貿易体制と世界経済の変化 
 GATT と WTO に代表される現在の世界貿易の制度について解説します。WTO のもとで

単にモノの貿易の自由化が進められただけでなく、国境を越えたサービス業の展開も活発

になりました。WTO での自由化に飽き足らず、EU や NAFTA など地域貿易協定によって

さらに自由化を推進する流れもありました。ところが、2016 年にイギリスの EU 離脱、ア

メリカでのトランプ大統領の誕生など自由化に逆行する動きが相次いでいます。底流には

先進国中心だった世界貿易の構造が、中国の台頭によって大きく変化しつつあることがあ

ります。そうした世界貿易の現状を見ていきます。 
 
第 6 回（5 月 22 日） 地球環境問題と再生可能エネルギー 
 世界経済を制約する問題として近年重要性を増している地球温暖化問題について、それ

を抑制するための国際的な態勢、二酸化炭素の排出を抑えるための制度（排出権取引や

CDM）、さらに地球温暖化に対抗するための鍵となる技術である再生可能エネルギーの世界

における現状について説明します。 
 
第 7 回（6 月 5 日） 多国籍企業論 
 世界経済を動かす大きな存在となった多国籍企業について、まず対外直接投資に関する

理論的フレームワークを解説します。また多国籍企業のなかでイノベーションをどのよう

に進めるかについて欧米企業と日本企業を比較します。 
 
第 8 回（6 月 12 日） 開発主義と国家資本 
 経済開発を速めるために国有企業を設立したことのある国は、日本をはじめとして世界

に少なからずあります。国有企業の経営が次第に悪化して、経済開発の担い手から国の重

荷に変わってしまうケースが多いのですが、それでも 21 世紀になっても世界経済のなかで

国有企業は依然大きな存在感を放っています。第 4 回は東アジアでの開発主義と国有企業

の流れを概観し、中国、シンガポール、ロシアの国有企業の現状について説明します。 
 
第三部 雇用・労働問題の位相 
  担当：佐口和郎 
 
6 月 19 日・26 日、7 月 3 日・10 日 



第 9 回、雇用とは何か？ 
１、 雇用制度と請負制度 
２、 20 世紀の雇用諸制度 
３、 国際比較の中の日本の雇用 
４、 漸進的変容と劇的変容 
第 10 回、賃金制度をめぐる諸問題 
１、成果主義賃金の導入 
２、年功賃金とは何か？ 
３、国際比較の中の年功賃金 
４、変容局面 
第 11 回、労働時間をめぐる諸問題 
１、 労働時間問題とは何か？ 
２、 日本的雇用システムと長時間労働 
３、 国際比較の中の労働時間規制 
４、 変容局面 
第 12 回、非正規雇用をめぐる諸問題 
１、 正規雇用―非正規雇用問題 
２、 国際比較の中の非正規雇用問題 
３、 変容局面 
４、 講義全体の総括 
 
キーワード 
技術革新と雇用、成果主義、ホワイトカラー・エグゼンプション、雇用と格差 
 
参考文献 
濱秋純哉他(2011)「低成長と日本的雇用慣行」『日本労働研究雑誌』611 
大内伸哉(2015)『労働時間の制度改革』中央経済社 
佐口和郎(2015) 「（第１章）日本的雇用システムと労使関係―戦後史論」連合総研報告書、

http://www.rengo-soken.or.jp/report_db/file/1430367361_a.pdf 
 

授業の方法 
（Teaching Methods）講義  

 
成績評価方法（Method of Evaluation） 
受講生は各部ごとにレポートを提出する。その総合点によって評価する。  

 



教科書（Required Textbook）授業計画を参照  
 

参考書（Reference Books）授業計画を参照  
 

履修上の注意（Notes on Taking the Course） 
   

関連ホームページ（Course-Related Websites） 
 
その他（Others） 
世界経済Ⅱも合わせて受講することが望ましい  
 
メールアドレス（E-mail Address）marukawa@iss.u-tokyo.ac.jp  

 
研究室電話番号（Laboratory room phone no.）24959 


